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第第 99 回回 IITTSS シシンンポポジジウウムム 22001100  

～～歴歴史史とと伝伝統統のの街街・・京京都都かからら考考ええるる IITTSS～～ 

～論文数・参加者数とも増え、活発な議論と地元特徴、成功裏に終了～ 
 

１．概要： 

第 9 回 ITS シンポジウム 2010 は、「歴史と伝統の街・京都から考える ITS」をテーマに、2010 年

12 月 10 日（金）、11 日（土）に京都大学百周年時計台記念館で開催、北海道から九州まで全国か

ら 330 名が出席し、論議も大変活発で成功裏に終了しました。論文数・参加者数の目標である 90

編、300 名に対して、論文発表 109 編（過去最大）、330 名という結果となりました。4 つの企画セッ

ション、2 つの対話セッション、バンケット（約 80 名）を通じ、活発な議論と異分野融合のネットワーク

が図られ、十分な成果をあげる事が出来ました。参加をくださった方々と登壇者、論文発表者、モデ

レータの皆様、プログラム委員会メンバー各位、そして会場を提供いただいた京都大学に感謝いた

します。 

 

企画セッションでは、企画セッションは、環境・健康・観光、新エネ・省エネ、高齢者支援、移動モ

ード多様化の 4 つの視点で、ITS の貢献や課題について講演とパネルディスカッションで幅広く議論

を行いました。京都の特徴を活かした「環境・健康・観光」のセッションは、「歩くまち・京都」憲章を推

進されている地元行政の ITS 関連施策、交通と健康の関わり、観光おもてなしにおける ICT サービ

ス、公共交通と ICT などについて、市民の方々に理解していただく機会ととらえ、市民参加セッショ

ンとして公開しました。 

 

論文を発表する対話型セッションは、109 編の論文を、A 地域・エネルギー・環境、B 安全・ヒュー

マンインターフェース、C 交通ネットワーク、D 車両・地図・センシングの 4 つに分類し、2 日間にわた

り発表を行いました、セッション後半（30 分）はモデレータの司会による公開討議を行い、発表者と

聴講者の間で質疑を共有し、議論を深めました。 

 

論文数は、109 編と過去最高を記録し、大学の伸び（昨年比 22%増）が大きく、内容では、地元、

関西空港・奈良県から初めての投稿があり、ITS スポット・首都高速大橋ジャンクション・隊列走行・

長崎 EV&ITS・パーソナルモビリティ・スマートフォン等の最近の話題と、ITS の経済性、大脳白質病

と運転挙動の関係を取上げた論文など経済・医学分野まで ITS の裾野の広がりが感じられました。 

 

２．開会式： 

開会式では、実行委員長の京大の大西有三副学長と ITSJ 渡邉浩之会長が挨拶された。大西副

学長は、京大に工学系と医学系を融合させた「安寧の都市」ユニットを開設し、健康で生き生きと活

動できるまちづくりの研究が積極的に行われ、ITS を活用した都市政策の展開が中心的なテーマで

あること、数多くのベンチャー企業が生まれ育ち新し物好きな京都で、最先端の技術が論議される

ITS シンポジウムを開催する意義は大きいと述べられました。 
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渡邉会長は、シンポの趣旨と期待、最近の ITS世界会議でのトピックス、人や車が交通インフラと

ネットワーク化され情報が集約・活用されエネルギーや交通・産業・市民生活全体をマネージメント

する次世代社会システム中で ITS が重要な役割を果たすこと、要素技術からシステムで大きく育て

ることが大切と述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．企画セッション： 

①企画セッション 1-1 「モード多様化によるサステナブル交通社会の実現」 

・モデレータ： 土井勉教授（京大） 

・パネリスト： 土井勉教授（京大）/吉井稔雄教授（愛媛大）/ 

吉本隆一所長（JILS）/大西啓介社長（ナビタイムジャパン） 

・論点： 省エネ、サステナブルな交通社会実現に向けて、自動車からエネルギー負荷の小さ

い他の交通モードへの転換が重要で、そこに ITS 技術を活用。モードシフトを促す、情

報提供、物流の効率化の視点で議論されました。 

 

②企画セッション 1-2 「ドライバを支援する ITS 

～運転能力の低いドライバを ITS 技術で支援すべきか？～」 

・モデレータ： 稲垣敏之教授（筑波大） 

・パネリスト： 中野倫明教授（名城大）/古川修教授（芝浦工大）/ 

田中宏明部長（トヨタ自動車）/喜瀬勝之主査（富士重工業） 

・論点： 能力の衰えを補う運転支援、運転能力自体を維持・向上させる仕組み技術について

具体的な取組の紹介と技術でカバーすべき範囲や技術が抱える問題点などを議論

いただきました。気づくチャンスを与え支援が過剰にならないように、システムの限界

を正しく理解してもらうことなどが論点でした。 

 

百周年時計台記念館 
開会式 

大西副学長 渡邉会長 
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③企画セッション 2-1 「歩くまち・京都」実現への ITS の貢献」（市民公開セッション） 

冒頭、門川大作京都市長が挨拶され、「Do you Kyoto?」と言う言

葉で京都議定書の履行を世界に発信していること、環境モデル都市・

観光モデル都市実現のためも ITS が大切な要素で、EV 研究や P&R

など CO2 削減の施策を実施中であること、京都議定書誕生の街で、

ITS シンポジウムが開催される意義と期待が述べられました。 

 

・モデレータ： 谷口栄一教授（京大） 

・パネリスト： 野本愼一教授（京大）/原良憲教授（京大）/ 

水田雅博交通政策監（京都市）/西田純二社長（社会システム総合研究所） 

・論点： 自動車は都市交通に不可欠な側面があり、自動車交通と人と公共交通とのおりあい

が重要な課題。ICT-ITS 技術でどのようなイノベーションが可能か、ITS 技術で生活・

行動が如何に豊かになるか、ユーザーの視点・技術やサービスの提供者の視点・ま

ちづくりのコーディネーターの視点で議論されました。 

 

④企画セッション 2-2 「新エネルギー・省エネルギーに関わる ITS」 

・モデレータ： 須田義大教授（東大） 

・パネリスト： 堤敦司教授（東大）/須田義大教授（東大）/ 

上田昌則エキスパートリーダー（日産）/杉本和敏技術理事（IBM） 

・論点：エネルギー供給者と需要者の連携が必要で、省エネ問題に対する ITS からの貢献を挙げ、

産業政策の視点で議論。交通分野の ITS 技術とエネルギー情報技術の連携が必要

で、そこに ITS が大きな話に展開できる可能性がある。情報の付加価値加工が鍵を

握る。要素技術をつないでイノベーションを。固有技術はすぐに追いつかれるので、シ

ステムアーキテクチャーで頑張ること等が論点となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画セッション 

 

門川京都市長 
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４．対話セッション（ポスターセッション）： 

2 日間で 109 全論文が発表されました。30 秒ずつの概要紹介の後、ポスタープレゼンを 90 分間、

その後モデレータの司会による 30 分間の公開討議を行い、聴衆と論点を共有し、より深く議論を高

めることができました。女性の研究者も増え、外国人の発表もあり、発表者と聴講者の間で活発な

議論が展開され大変有意義なセッションとなりました。 

今回は会場が広く、混雑が避けられたため、発表者と十分な意見交換を行っていただくことがで

きました。プレゼンの技術の一層向上し、魅力あるポスターの作成への工夫が感じられました。また、

全国の大学の ITS 研究が一堂で見られ、自分たちの研究との比較や ITS の広さが体験でき、この

シンポジウムは非常に有益とのご評価をいただきました。 

 

ベストポスター賞 

大学・企業から構成した 2 名の審査委員（合計 16 名）が 4 分間の質疑を通し総合評価をし、学術

部門 5 つ、技術部門 3 つのベストポスター賞が選ばれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞された論文と発表者の方々は以下の通りです。 

＜学術部門＞ 

1-A-05* 「感度解析によるオンデマンドバス運行計画アルゴリズムの評価」 

坪内孝太（東京大学） 

 

1-D-08* 「車載カメラ映像の時空間マッチングを利用した自車位置推定」 

小野晋太郎（東京大学） 

 

2-B-01 「運転時の高齢ドライバの視覚・認知機能の測定と運転能力評価」 

大石裕介（名城大学） 

 

2-C-01 「物流事業者の行動を考慮した都市物流施策の評価に関する研究」 

山羽佑樹（京都大学） 

 

2-D-01 「反射特性の入射角依存性を考慮した全方位偏光画像による路面状態認識」 

中川和哉（富山大学） 

 

ポスター発表 公開質疑 ベストポスター審査 

 



5 

＜技術部門＞ 

1-B-06* 「視知覚情報にもとづく道路シークエンスデザインによる走行制御効果の検証」 

韓亜由美（東京大学） 

 

1-C-14 「路側センシング情報を用いる交通事象検出手法の評価」 

江村恒一（パナソニック株式会社） 

 

2-A-08 「新技術活用による公共交通の利用促進について 

～地上デジタル放送を活用したデマンドバスの取り組み～」 

香野雅之（道路新産業開発機構） 

 

５．バンケット： 

12 月 11 日のプログラム終了後に開かれたバンケットでは、産官学の関係者、登壇者、発表者の

忌憚のない意見交換の場となり研究・ビジネスに向けたネットワーキングが図られ貴重な機会とな

りました。 

 

６．閉会式： 

閉会式では、プログラム委員長の京大谷口栄一教授と来年のプログラム委員長の東大の原田

昇教授が挨拶されました。 

谷口教授は、論文数・参加数とも多く盛況であったこと、研究が広がったこと、スローライフ的な

ITS を考える機会となったこと、若い研究者が多数参加したことで将来期待できること、ITS を要素

技術からシステムでより大きく育てるヒントを与えてくれた等の総括と関係者への感謝を述べられま

した。 

ベストポスター賞の表彰状授与された後、原田教授が、来年の会場と日程を発表、価値創造型

の ITS、新産業や新しいくらし・街を作る ITS について、ITS シンポジウム 10 周年に相応しい魅力的

なプログラムで熱い議論をしたいと述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．来年の開催： 

ITS シンポジウムは、学術研究と企業の研究が連携する機会を発掘出来る場として ITS Japan

が産学連携活動の柱と位置づけているもので、論文発表と活発な議論を通じ、異分野や地域との

幅広いネットワーも図られ今回も十分な成果があったと思われます。 

原田教授 ベストポスター表彰式 谷口教授 
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将来、ITS Japan のプロジェクトに繋ぎ、発展させることが出来るポテンシャルのある論文も見受

けられ、この成果を有効に活用したいと考えます。今回の企画セッションでは、課題解決への具体

的提示やコスト分析などに不十分なところや対話セッションでは、類似したテーマで切り口の違う論

文のグループ分け、企画セッションとリンクなど改善すべき点もあり、アンケートに寄せられた貴重

なご意見と共に、次回以降の企画に反映させ、一層魅力ある有意義なシンポジウムを目指したいと

思います。 

ITS 研究論文が一堂に聴講できる機会は、このシンポジウム以外では体験できないので、研究

者にとって自分たちの研究との比較や新しいアイディアの発見にもつながり、直に研究者と議論で

きることは将来の研究に活かせることが期待されます。 

 

以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


